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プレスリリース 2014ফ10月31日 
国境なき医師団（MSF） 

 
結核：MSF、国際社会の薬剤耐性対策に警鐘 

 
スペインのバルセロナで 10 月 30 日、「第 45 回世界肺の健康会議」が開催され、国境なき医師団
（MSF）が、薬剤耐性結核（DR-TB）に関する最新の研究報告書『Out of Step』を発表した。
DR-TB を඲る時代遅れの઱策と医৾的対ૢの大掓なਂ拒が、国際保健の捦機的状捵を捉শしてい
ることに警鐘を鳴らす狙いがある。 
 
この研究は結核の高まん延国 8 ヵ国を対象とした調査に基づくもの。結核の感染制御の取り組みが、国
際的な勧告や実績のある対策から逸脱しており、DR-TB の拡大を抑止できていない現状を明らかにし
ている。MSF は、૚国৆ਿ、ৱস提供者、ਓ業界の速やかなষ৿と๳ৡがなけれ峚、DR-TB の拡大
は避けられないと警告している。 
 
ペトロス・イサキディス医師（MSF インドの疫学専門家／オペレーションズ・リサーチ上級研究員）の
話 
 
MSF が医探拶捉ણ৿をষっている೮崥崻崐ト৴ഺ෠の一部で、未੘探の結核感染者の 30％以上が
多剤耐性結核（MDR-TB）に感染している事実があります。これは、DR-TB の対人感染が始まってい
ることを示唆するものです。 
 
インドのムンバイでも、DR-TB の対人感染が、スラム地区内や HIV 感染者の৑で、さらなる結核の૴ষ
につながっているとৄられています。DR-TB は、૚国৆ਿがশফに峹たって૮関ੱだったことや、対策が
遅رとしてਤまず、ち岺は岺な対ૢがষ峹れていることに峲る人಼です。૚国には、国際的な指針にปう
DR-TB 対ૢの最ి化と、新たなু掀のણ用に峲る対策のਘ化・加速化にいっそうৡを挅いでいただきた
いと思います。 
 
結核対策に 5 つの致命的な欠陥 
 
世界保健機関（WHO）の最新統計では、MDR-TB 患者の世界推計人口全体のうち、診断を受け
た人は 3 分の 1 未満、ిજな੘探を受けている人は 5 分の 1 にૌ岸ない。医৾的対ૢのਂ拒が
DR-TB の対人感染を拡大している、一部の国では、結核の新規患者に占める MDR-TB 患者の割合
が 35％にも及んでいる。この傾向は MSF のણ৿੔઱ਝでもৄられる。 

 
報告書『Out of Step』では、結核対策における 5 つの致命的な欠陥を指摘している。薬剤耐性検査
の൤及のਂ拒、未੘探の DR-TB 患者の増加、時代遅れの薬剤や費用負担の大きいケアモデルへの
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ಕ෋、有望な新薬や用法の੝ၖされたใ掑薬のোু൑挚、深മなৱসਂ拒だ。 
 
MSF の研究では、薬剤耐性検査が調査対象の 8 ヵ国の多くで大掓にਂ拒していることが峹かった。
MDR-TB と診断された人の੘探૨は、4 ヵ国で 75％をৣ回った。ো੹੘探がຯ捁となっている国も 4
ヵ国あった。ো੹੘探峲りもেણ෠に基ೕを઼いた੘探をষう峥うが、患者の負担が૘なく、峲り拯コスト
で৊损২の医৾的捓ટをもたらすことはใに明らかになっている。また、5 ヵ国の国家結核対策事業が深
മなৱসਂ拒にઉએしており、中でもケニア、嵇嵋ンマー、ジンバ崾崐は૑ਏなৱসの 50％未満しか確保
できていない。 
 
DR-TB には有望な新薬が登場したが、販売開始から 1 ফ౟りを৽てもなお、大部分の患者にはুの
届かない高価な薬だ。MSF の調査対象国の中には、新薬のベダキリンとデラマニドが一般使用されてい
る国はなかった。当該 8 ヵ国のうち 4 ヵ国で、コンパッショネート・ユース（※）か、類似のプログラムを通じ
て、ごく限られた数の患者に処方されているのみだ。さらに、8 ヵ国のいずれも、自国の指針に WHO がまと
めた結核薬のうち第 5 群に分類されている“新たな用法の薬”を盛り込んでいなかった。第 5 群の薬はサ
ルベージ探法には欠かせない。 
 
※ 人੊的括ൟから、ে拎に関峹る挶ਞの患者に対し、販売അੳに੔য়って未ੳ૭薬の使用をੳめ
る制২ 
 
グラニア・ブリグデン（MSF 必須医薬品キャンペーン・結核アドバイザー）の話 
 
患者が、有望な新੘探法を受けるの૭ચ性をなくしてしまっています。੫業や国が、新薬のഅੳ登捎を
ਤめ峲うとしないからです。また、新薬を、੘探のಢ਋化・患者の負担のೄ੖・捓ટയਤといった目的で
用いるためのಏ෫૥挧がਤんでいません。命を೰う診探が૑ਏな人のもとにいち拱く届く峲うに、結核対
策のための研究開発をર੔事ඨとし、ৱসが਺じられなけれ峚なりません。 
 

MSFと結核 
 
MSFは30ফに峹たり結核対策に取り組んできた。્に当該国の保健担当੄ૂと৴携し、ཿ性的な෺
拫状拟の地挦、੃৘のスラム地区、ദਜਚ、挚ড়キ嵋ンプ、ൔ地な峓のさま峀まな挳境で患者の੘探に
あたることが多い。1999ফにはMDR-TBの੘探プログラムを開始し、NGOとしては最大のDR-TB੘探
提供者の1つとなっている。MSFが2013ফに੘探した結核患者は世界全体で2万9900人に上り、その
うち1950人がDR-TBの患者だった。 
 

 

MSFと結核関連の研究開発 
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現ষの研究開発は、峲り捓ટ的な新規の結核੘探を患者に提供できていない。そこで、MSFが他団体
とともに提案している新方式が「3Pプロジェクト」だ。その目標は、薬剤開発のための団結した取り組みと、
研究開発のৱস調挾・調拪方法の挙新を通じ、費用負担のૌ岸ない捓ટ的な新੘探法の登場を加
速化させることにある。 
 
参考： 
「3P プロジェクト」の詳細情報（英文） 
http://www.msfaccess.org/push-pull-pool  
 
第 45 回世界肺の健康会議における MSF の詳細情報（英文） 
http://www.msfaccess.org/TBUnion2014 
 

以上 
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